開放され たらしく、 実に 実に 大きな ォナラ を たれた。 

よほど 戸締りが 開放され きったら しく、 風足 は 延びに 

延びて 港の 霧笛の ように 長く 鳴 つ た。 

すると 隠居 は 胸に 合わせた 手をモ ジャ/ \ とすり う 

ごかして 胸 を こする ようにした。 そして 口 をむ すんで 

ポッ カリ 目玉 を あいたが、 その 次に は 目玉 を 閉じて 口 

の 方 を あいたの である。 それが 最期であった。 隠居 は 

息 を ひきと つたので ある。 

「御 隠居 さま。 御 隠居 さま。 もし、 御 隠居 さま」 

連呼して 隠居の 返事 をうな がして いたお 奈良 さま は、 

ようやく 異常に 気がついた。 脈 をと つてみ ると、 ない。 



ました。 大往生、 大成 仏。 このように 美しい 臨終 は 見 

たこと も 聞いた こと もない。 これ もみん なお 奈良 さま 

の ォナラ のお かげ だ。 ありがとう ございました」 

と マゴ コ 口 を 顔に あらわして ニコニコ と 礼 を 云 つ た 

ので ある。 

こういう わけで ぉ奈 良さ ま は 意外に も 面目 を ほどこ 

し、 お 通夜 や 葬儀の 席で は 口から 口へ その 徳が 語り 伝 

えられて 一 発 ごとに ォナラ が 人々 に 歎賞され るよう な 

思いがけなく 晴れが ましい 数日 をす ごす ことができた。 

ところが 唐 七の 妻女 ソメ子 だけが 甚 しく 不キ ゲンで 

あった。 彼女 は PTA の 副会長 もして いるし、 お金に 



五ッ まるまるとした 音の よいの が つづけさ まに 鳴りと 

どろいた から、 花 子 は ヮッと 泣き叫んで 自室へ 龃 けこ 

み、 よよと 泣き伏して しまった。 

「はてさて、 こまった ことにな つたわい。 ォナラ とい 

う もの は 万人に おかし がられる ばかりで 人 を 泣かせる 

もので はない ように 思って いたが、 因果な ことにな つ 

た。 しかし 娘の 身に なれば 無理 もない」 

花 子に は 悲しい 思い を させたくない から、 ぉ奈 良さ 

まも 意 を 決し、 放 課の 時刻 を 見 はからい、 学校の 門前 

で 校門 を 出て くる 糸 子 を 呼びと めて 対話した。 

「 マ J のた び は 御 尊家 の 葬儀 を 汚して まことに 恐縮 の 至 



です。 いえ、 ケダモノ にも 劣る ものです。 なぜなら ケ 

ダモノ は ォナラ をしても ォナラ を 売り物に はしません _ 

あなた は 僧侶と いう 厳粛な 職務に ありながら、 死者 や 

悲歎の 遺族の 目の前に おいて ォナラ を 売り物に して… 

〜」 

「すみません ことでした」 

とお 奈良 さま は 急いで 逃げた。 というの は、 自責の 

念に かられて 聞く に 堪えが たかった からではなくて、 

ォナラ が 出か かってき たからであった。 ここで ォナラ 

を 発して は 娘の 絶交 は 永遠に 解いても らう 見込みが な 

いから、 取り急いで あやまる と、 そそく さと 近所の 路 



ましょう。 奥の 私の 居間へ ホトケ の 位牌 や 遺骨 を 運び 

まして、 そこで 存分に 冥福 を 祈つ ていた だきましょう _ 

さァ、 おいで 下さい」 

ぉ奈 良さ ま を 自分の 居間へ 案内して、 遺骨 や 位牌 を 

運んだ。 

「本日 は ホトケ のた めのお 志、 まことに ありがたく 存 

じます。 ホトケ の 最後の 言葉が、 近々 あの世へ 参り ま 

すから ぉ奈 良さ まに お経 も ォナラ も あげてい ただき ま 

すよ、 というの だから、 本日 はさ だめし ホトケ も 喜ん 

でい る ことでしょう。 ここ はず ッと 離れて おります か 

ら、 どうぞ ひ おきなく」 



ま 同様に 私 も ォナラ の 差し止め をく いまして、 自分の 

部屋に 自分 一 人で いる 時の ほかに はわが 家と いえ ども 

ォナラ をして はならぬ という きびしい 宣告 をう けたの 

で す。 実は 家内 は この 宣告 をしたい のが かねての 望み 

でして、 時機 を 見て いる うちにお 奈良 さまの 事件が 

起った。 そこでお 奈良 さま を 口実に して 実は 私の ォナ 

ラを 差し止める のが 何よりの ネ ライ だ つたので す」 

「そう 云 つ て いただく と 涙が でる ほどうれ しく は.》 J ざ 

いますが、 万事 は 拙 僧の 不徳の 致す ところで」 

「あなた は 家内の 本性 を 御存知な いから まだお 分りに 

はなります まいが、 夫婦の 関係と いう もの は 強いよう 



唐 七が 女房 子供に ォナラ の 差し止め をく つたと いう こ 

とだ。 ぉ奈 良さ まも ソメ 子に ト ドメ を 刺された けれど 

も、 自分の 女房 子供に ォナラ の 差し止め をく つて はお 

らぬ。 自分が 差し止め をく つたら どうで あろうかと 考 

える と 胸が つぶれる 思いだ。 なんという 気の毒な 人よ _ 

春 山 唐 七。 その 人 こそ は 悲劇 中の 悲劇的な 人 だ。 ぉ奈 

良さ ま は 思わずす すりあげ て 、 

「なんとも、 おいた わしい。 年が いもな く 涙 を 催し ま 

して、 ブゥ、 ブゥ、 ブゥ、 まことに 不調法。 拙 僧 なぞ 

はシ ァヮセ でございますな。 ところきらわず 不調法 を 

して 歩きまして、 身の シァ ヮセ、 また 身の 拙な さがよ 
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